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概 要

本稿では、日経 NEEDS銀行財務データを用いて、まず 1999 年度から 2003 年度までの日
本の銀行業における（従業員数一人当たりの）ソフトウェア資本の生産性についてパネルデー
タ分析を行い、次に、その推計結果を用いて、ソフトウェア資本の最適投資比率に関する分析を
行っている。
本稿では以下の 3点についてわかった。まず、分析期間において、銀行の生産物に対するソ

フトウェア資本の生産性は正の値をとった。この期間では、ソローの意味での生産性パラドック
スは観測されないといえる。次に、ソフトウェア資本の生産性は、貸出債権に占める不良債権の
比率が大きい銀行ほどソフトウェア資本の生産性は小さくなっていることがわかった。最後に、
最適投資比率を計算したところ、地方銀行はソフトウェア資本について過小投資、都市銀行はソ
フトウェア資本について過剰投資を行っている傾向があることがわかった。このことは、日本の
都市銀行が相対的に限界生産力が低い資本に投資を行っているという意味で、「IT投資に関する
都市銀行のパラドックス」が存在するといえる。
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